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地
域
農
業
体
験
を
通
し
て
学
ぶ
「
わ
く
わ

く
農
感
塾
」
が
６
月
19
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
美
瑛
町
を
訪
れ
た
の
は
札
幌
市
内
の

小
学
生
親
子
30
名
余
。

　

開
校
式
は
美
瑛
選
果
前
で
開
催
さ
れ
、
Ｊ

Ａ
関
係
者
に
よ
る
美
瑛
農
業
の
説
明
の
あ
と
、

圃
場
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

　

農
業
体
験
と
し
て
用
意
さ
れ
た
の
は
、
ま

ず
本
山
農
場
（
美
沢
）
で
の
完
熟
ト
マ
ト
収

穫
で
、
獲
れ
た
て
の
瑞
々
し
さ
や
甘
さ
に
参

加
者
た
ち
は
驚
い
て
い
ま
し
た
。
続
く
沢
尻

農
場
（
美
沢
）
で
は
、
今
が
旬
の
ア
ス
パ
ラ

の
収
穫
を
体
験
。
ゆ
で
た
て
の
ア
ス
パ
ラ
の

お
い
し
さ
に
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

昼
食
を
兼
ね
た
「
ラ
ヴ
ニ
ー
ル
」
で
の
ト

マ
ト
カ
レ
ー
・
ト
マ
ト
ジ
ャ
ム
作
り
で
は
、

美
瑛
産
ト
マ
ト
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
て
、
美
瑛

の
食
と
農
を
謳
歌
し
て
い
ま
し
た
。

　

美
瑛
町
の
初
夏
を
呼
ぶ
イ
ベ
ン
ト
「
丘
の

ま
ち
ヘ
ル
シ
ー
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
６
」
が
、

美
し
い
農
村
景
観
を
舞
台
に
６
月
12
日
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
大
会
参
加
者
は
５
，
１
４
３

名
で
、
晴
天
に
も
恵
ま
れ
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

毎
回
ゲ
ス
ト
と
し
て
美
瑛
町
を
訪
れ
て
い

る
増
田
明
美
さ
ん
は
、
前
日
の
交
歓
会
で
も

多
彩
な
“
お
し
ゃ
べ
り
”
を
披
露
し
、
選
手

や
顔
な
じ
み
の
ラ
ン
ナ
ー
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な

ど
を
軽
や
か
に
交
え
て
い
ま
し
た
。
次
の
日

も
心
臓
や
ぶ
り
の
丘
で
“
舌
口
調
”
な
声
援

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
マ
ラ
ソ
ン
は
年

齢
ご
と
に
ハ
ー
フ
や
ク
ォ
ー
タ
ー
な
ど
14
種

目
に
分
か
れ
て
お
り
、　

各
種
目
の
入
賞
者
に

は
浦
島
専
務
か
ら
“
美
瑛
米
”
が
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
で
の
決
議
事

項
の
ひ
と
つ
【
食
と
農
を
通
じ
て
北
海
道

５
５
０
万
人
と
「
つ
な
が
り
」
を
実
現
】
は
、

あ
ら
ゆ
る
取
り
組
み
を
通
じ
、
農
業
を
理
解

す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
が
以
前
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た「
食

育
事
業
」
も
こ
れ
ら
に
深
く
関
連
し
て
お
り
、

そ
の
一
環
と
し
て
美
瑛
高
生
に
よ
る
収
穫
体

験
実
習
が
６
月
９
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
は
同
校
３
年
の
フ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン
を
選

択
し
て
い
る
生
徒
と
先
生
合
わ
せ
て
10
名
。

　

将
来
の
進
路
に
食
品
関
係
を
選
択
し
よ
う

と
し
て
い
る
生
徒
が
、
地
元
食
材
の
収
穫
体

験
を
通
し
、
農
業
理
解
を
図
る
も
の
。
地
元

食
材
の
美
味
し
さ
や
生
産
者
と
の
交
流
で
農

に
託
す
思
い
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

素晴らしいね、美瑛農業
美瑛高生が収穫体験実習

　

ポ
ニ
ー
ば
ん
馬
大
会
が
第
６
回
目
を
数
え

て
６
月
26
日
フ
ァ
ー
ム
ズ
千
代
田
の
特
設
会

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
あ
い
に
く

の
小
雨
模
様
だ
っ
た
も
の
の
、
熱
心
な
ば
ん

馬
フ
ァ
ン
が
熱
い
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

レ
ー
ス
は
ク
ラ
ス
ご
と
に
12
に
分
け
ら
れ
、

１
歳
の
20
㎏
の
馬
体
か
ら
特
流
の
１
５
０
㎏

ま
で
。

　

競
技
は
参
加
料
と
し
て
一
頭
に
付
き
５
千

円
を
負
担
。
騎
手
体
重
が
75
㎏
に
満
た
な
い

場
合
は
75
㎏
ま
で
の
ハ
ン
デ
ィ
が
付
け
ら
れ

ま
す
。
１
レ
ー
ス
の
出
走
馬
は
ク
ラ
ス
毎
に

４
～
５
頭
で
タ
イ
ム
が
競
わ
れ
ま
す
。
午
前

の
レ
ー
ス
に
続
い
て
午
後
か
ら
は
12
ク
ラ
ス

の
そ
れ
ぞ
れ
の
決
勝
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
熱
心
な
ば
ん
馬
フ
ァ
ン
は
優
勝
予
想
に

一
喜
一
憂
し
、
盛
ん
な
声
援
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。

ソレ！イケ！ヤー！
ポニーばん馬に歓声

ト
ピ   

ッ
ク
ス

TOPICS

ヘルシーマラソン
  入賞者に“美瑛米”を

獲れたてを堪能
     わくわく農感塾
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５月から６月にかけ関東地方は例年比著しい少
雨に加え、暖冬傾向であったことや水源地上流
の積雪量が少なかったことから観測史上最低を
記録した。気象異変は慢性化し、真新しいもの
ではなくなったが、実は私たちの暮らしと“い
のち”に直結する問題なのだ。
　このほど農水省は「海外食料需給レポート」
を発表した。世界の穀物需給についてまとめた
もので、それによると、現在は落ち着いている
ものの、今後 10 年間は人口増加や経済発展に
伴い、消費量が生産量を上回ると予測。特に食
料を買い集める中国が日本を抜いて世界第１位
の食料純輸入国となり、世界の穀物在庫量の多
くを抱える状況も生じている。食料生産は気象
の変動リスクに大きく影響されやすく、穀物相
場は投機的資金流入と隣り合わせの状況が続き、
不安定な供給が見込まれる。
　世界の穀物需給への影響が大きい問題として、
地球の温暖化に伴い異常気象が多発しているこ
とが挙げられる。農産物の輸出大国である米国
やオーストラリアでも気象災害による生産減少
リスクは上昇している。
　特に注目されているのが中国の動向。中国は
平成９年に大豆の国内自給を断念。国内消費の
90％を輸入に頼り、昨年の輸入量は８千百万㌧
で主食のコメの輸入量も増え続けている。
　経済の発展と連動して肉類の輸入も急増し、
加工品を含む豚肉の輸入量は平成 23年で５年前
の３倍に増え、牛肉は 20倍強にも拡大している。
国内での肉消費の増大を受け、国は飼料用トウ
モロコシの増産に注力し、米や小麦の生産量も
横ばいとなる状況も生じている。中国の農産物
純輸入額は日本を抜いて世界最大で、金額ベー
スで日本の約３倍にも及んでいる。
　中国に抜かれたとはいえ、日本は世界第２位
の農産物の純輸入国でカロリー（熱供給量）ベ
ースの食料自給率は 39％と先進国で最低の水
準。一部の農産物輸出大国に国民の胃袋の 60％
を握られている状況にある。

ひっ迫する食料需給
中国が世界最大の純輸入国に

　

年
間
乳
量
で
美
瑛
町
平
均
の
２
倍
以
上

の
実
績
を
誇
る
ス
ー
パ
ー
乳
牛
が
誕
生
し
、

６
月
８
日
、
町
内
酪
農
生
産
者
や
関
係
者

で
祝
う
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

真
田
牧
場
で
は
２
万
㌔
以
上
の
検
定
成

績
を
修
め
る
の
は
２
回
目
。
２
年
連
続
の

快
挙
に
関

係
者
か
ら

も
祝
福
の

エ
ー
ル
が

贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

２
万
㌔
を
突
破
し
た
牛
は
「
ハ
イ
ポ
ン

チ
ア
ク　

ジ
エ
ス
ロ
」
で
平
成
21
年
７
月

16
日
生
ま
れ
。
血
統
情
報
で
は
父
「
ク
ラ

ム
ス　

ダ
ー
ハ
ム　

ポ
ン
チ
ア
ク
」
母
「
ハ

イ　

ポ
リ
ヴ
ァ
ー　

セ
ン
セ
ー
シ
ヨ
ン
」

で
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
協
会
が
行
っ
た
体
格
審

査
で
は
、
89
点
の
高
得
点
を
獲
得
し
て
い

　

美
瑛
町
の
生
食
・
加
工
馬
鈴
薯
生
産
者

が
一
同
に
介
し
、
消
流
の
実
情
な
ど
を
確

認
す
る
馬
鈴
薯
生
産
者
フ
ィ
ー
ル
ド
デ
ィ

が
６
月
22
日
Ｊ
Ａ
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
催
し
は
馬
鈴
薯
生
産
部
会
（
菅

野
恵
部
会
長
）
が
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の

で
こ
の
日
は
約
１
０
０
名
余
の
生
産
者
等

生食馬鈴薯出回り状況（全道）
2016（Ｈ28）
年産 前年比 2015（Ｈ27）

年産
男爵薯 7,431ha 95.9％ 7,746ha

メークイン 3,613ha 96.1％ 3,758ha
黄色系 2,248ha 100.0％ 2,248ha

その他生食 1,108ha 103.3％ 1,073ha
生食合計 14,400ha 97.1％ 14,825ha

加工馬鈴薯出回り状況（全道）
2016（Ｈ28）
年産 前年比 2015（Ｈ27）

年産
トヨシロ 5,649ha 101.4％ 5,570ha
さやか 1,292ha 102.7％ 1,258ha
きたひめ 2,116ha 114.2％ 1,853ha
ホッカイコガネ 1,037ha 85.8％ 1,209ha
その他加工 2,986ha 105.5％ 2,830ha
加工合計 13,080ha 102.8％ 12,720ha

馬鈴薯生産者
　フィールドディ

が
参
加
。
全
道
的
に
作
付
減
少
が
続
く
馬

鈴
薯
で
す
が
、
生
食
・
加
工
と
も
平
成
24

年
以
降
、
連
続
し
て
減
少
。
生
食
の
作
付

動
向
で
は
男
爵
を
中
心
に
１
４
，
４
０
０

㌶
、
加
工
で
は
ト
ヨ
シ
ロ
を
筆
頭
に
１
３
，

０
８
０
㌶
で
需
給
バ
ラ
ン
ス
へ
の
影
響
が

美
瑛
町
で
も
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
す
。

　

検
定
成
績
で
は
２
産
時
の
乳
量
が
２
１
，

７
０
４
㌔
、
３
産
時
で
２
３
，
６
３
３
㌔

で
い
ず
れ
も
３
６
５
日
の
搾
乳
日
数
で
、

２
万
キ
ロ
越
え
の
快
挙
で
す
。

　

平
成
27
年
度
の
一
頭
当
た
り
の
平
均

乳
量
（
３
０
５
日
搾

乳
）
は
北
海
道
で
９
，

３
０
６
㌔
、
上
川
９
，

７
２
３
㌔
、
美
瑛
町

で
１
０
，
２
３
６
㌔

と
な
っ
て
お
り
、
驚
異
の
数
値
に
喜
び
の

言
葉
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
ま
た
快
挙
!!

　
真
田
牧
場
所
有
牛
に
金
字
塔
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生産
資材技術情報生産
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HOTLINE

作物病害と土・作物の養分状態

◆
病
害
発
生
の
要
因

　

作
物
の
病
害
は
、
次
の
三
つ
の

要
素
が
密
接
に
揃
っ
た
と
き
に
発

症
し
ま
す
（
表
１
）。

　

３
要
素
の
う
ち
、
一
つ
で
も
欠

け
る
と
病
害
は
発
症
し
な
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。　

◆
病
害
と
「
作
物
・
土
の
養
分
」
と
の
関

連
　

病
害
防
除
で
は
、
薬
剤
散
布
に
頼
り
が

ち
で
す
が
、
表
１
の
要
素
③
で
挙
げ
た
「
作

物
の
病
害
抵
抗
性
増
強
」「
病
菌
生
育
抑
制

環
境
」
に
取
り
組
む
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

病
害
と
「
作
物
の
養
分
・
土
の
養
分
」

◆
先
ず
は
、
土
壌
診
断
か
ら

　

作
物
の
養
分
分
析
は
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
土
壌
診
断
に
よ
り
、
作
物
の
栄

養
状
態
を
推
理
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

土
壌
診
断
に
よ
る
土
壌
改
良
・
施
肥
改
善

を
、
作
物
の
抵
抗
力
増
加
の
参
考
に
も
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
生
産
資
材
課　

技
術
相
談
員
記
）

表１　病害発生の３要因

要素 内容

①
病原菌

病原菌が存在していること。
例）病菌の持込み・連作など。

②
作物の特性

作物が、病気に罹りやすい種類・体質・
生育時期にあること。
例 )そうか病のバレイショ

③
生育環境

1) 菌生育と環境 (温度・湿度・pH・対抗
微生物等 )との関係。
2) 作物の生育環境・病害抵抗性
例 1) そうか病の高 pH
例 2) イネの珪酸含量とイモチ病

　　　　　　　　(参考：植物防疫協会資料 )

表２　病害と作物・土壌栄養との関係

作物病害 関係が深い土壌条件

コムギ立枯病 高pHで発生多い

バレイショの
そうか病 高pHで発生多い

タマネギの貯蔵腐敗 チッソ施肥増加で、被害増大

キャベツ・ブロッコリの
根こぶ病 低pH(6.5 以下 ) で発生多い

ブロッコリーの花蕾腐敗 作物のカルシウム不足で多発

　　　　　　　　　　　　(各種資料より )

表３　養分と病害抵抗性との傾向

作物 抵抗性への影響

作物全般 チッソ多用すると病害抵抗性低下

イネ科作物 ケイ素で抵抗性が増加

広葉作物 カルシウムで抵抗性が増加

　　　　　　　　　　　　(各種資料より )

と
の
関
連
に
つ
い
て
、
研
究
報
告
段
階
の

も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
一
般
書
籍
に
も
紹

介
さ
れ
て
い
る
事
例
を
紹
介
し
ま
す
（
表

２
、
表
３
）。



5

第1110号　平成28年7月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日 （第３種郵便物認可）

◆ドリフト対策
　農薬のドリフト対策を次に整理しましたので、再確
認の意味で、被害防止をお願いします。
1.　防除作業時間帯は、風の少ない早朝・夕方を目途
に行う。　
2.　散布の位置は、できるだけ作物の近くにする。
3.　風向き・散布ノズルの向きには、常に注意する。
4.　散布圧力を必要以上に上げない。
5.　除草剤散布には、ドリフト低減ノズルが適する。（こ
のノズルには次のように、いろいろな呼び方がある。
除草剤ノズル・フォーム（泡状）ノズル）
6.　背負い噴霧器では、噴口部に飛散防止カバーをつ
ける。

◆ありがちなドリフトの例
　各地の事例などから、うっかりしそうな農薬ドリフ
トが想定される場面を紹介します。
1)　ブーム折りたたみ時のドリフト
2)　アゼ道雑草除草剤のドリフト
3)　家庭菜園防除薬のドリフト
4)　ノズルの交換を忘れた
5)　ハウス内作物へのドリフト

◆農薬の安全使用
　防除作業者の体調にも留意し、農薬の安全使用に向
けて、幾つかの留意事項を紹介します。（農薬の使用時
には、適用作物、使用量及び希釈濃度、使用時期、使
用回数など使用方法を必ず確認しましょう）

1.　ミツバチへの危害防止
　ミツバチに影響の大きい農薬成分が、幾つかありま
す。ミツバチが活発に活動する時間帯は、8～ 12時頃
とされます。特にこの時間帯には、ミツバチに影響の
大きい薬剤の散布を控えるなどの配慮が望ましいです。
2.　剤型の違いと登録内容
　「〇〇水和剤はトマトに登録はあるが、〇〇乳剤はト
マトに登録が無い」など、剤型によって使用できる作
物が異なる場合があります。
3.　有効成分ごとの総使用回数を守る
　農薬は有効成分での使用回数も定められています。
例として、スミチオン剤の有効成分はMEPで、剤型
は水和剤・乳剤などとともにMEPを含む他成分との
混合剤もあります。スミチオンの場合、「MEPを含む
農薬の総使用回数〇〇回以内」とあります。
　有効成分ごとの総使用回数を必ず確認しましょう。
4　間違いやすい適用作物
　似たような農作物でも、作物の大きさや収穫までの
栽培などが異なるため、農薬の適用作物が区別されて
いる場合があります。
　次に一例を挙げますので、特に販売作物（直売所含む）
では注意してください。
　「トマト」と「ミニトマト」。　「大豆」と「えだまめ」。
　「えんどうまめ」と「さやえんどう」と「実えんどう」
(グリーンピース )　
5　生産履歴へ記帳について
　使用した農薬は必ず生産履歴に記帳しましょう。
6　防除器具の洗浄について
　防除機使用後は、タンク、ホース、ノズル等の使用
器具は十分に洗浄しましょう。

１人ひとりが注意を
気をつけよう農薬事故

　今後、病害虫防除等で
農薬散布の作業が多くな
ります。農薬が飛散（ド
リフト）すると、隣接
圃場作物や家畜 (ミツバ
チ )等へ影響します。

　農薬を散布する際には、
「ドリフト防止」や「適
正使用」に心がけ、農薬
事故がないよう注意しま
しょう。

参 考 情 報
　今回お知らせした他にも、「農協配布の防除基準」や
「農水省」・「農薬工業界」のホームページでも農薬安全
使用についての情報が得られます。

（生産資材課）



【全体運】注意力が散漫になりがち。慣れている
作業でも確認を怠らないこと。気分転換するな
ら、凝った手料理に挑戦を

【健康運】冷房の使い過ぎはNG。適度な体操も吉
【幸運を呼ぶ食べ物】モロヘイヤ

【全体運】人気運が高まり、みんなから頻繁に声
が掛かりそう。レジャーの誘いには気軽に応じ
て。趣味に励むのもグッド

【健康運】疲労回復には休息が必要。適度に休息を
【幸運を呼ぶ食べ物】梅

【全体運】穏やかな気持ちで過ごせる期間です。物
質的なことより、精神的な充足感を得られる事
柄に意識を向けると幸運

【健康運】ストレス解消を心掛ければ問題なさそう
【幸運を呼ぶ食べ物】インゲン

【全体運】自分に自信が持てるはず。未知の分野
であっても意欲的に挑戦して。新装開店した場
所や新発売の品につきあり

【健康運】おおむね良好。スポーツに励むと楽しめます
【幸運を呼ぶ食べ物】アユ

【全体運】強引に物事を推し進めるのには不向き。
周囲との調和を大切に、時にはサポートに徹し
て。気晴らしには水辺へ

【健康運】リラックスして過ごしたい月。深呼吸◎
【幸運を呼ぶ食べ物】キュウリ

【全体運】知的好奇心が旺盛に。カルチャーセン
ターなどに足を運ぶと、うれしい発見あり。友人
との交流も活発化する予感

【健康運】まずまず。軽い運動が好運キープの鍵
【幸運を呼ぶ食べ物】ラッキョウ

【全体運】できる人と比べて落ち込むなど、ネガ
ティブになる暗示。人は人と割り切って。開運に
はクラシック音楽が最適

【健康運】食べ過ぎは厳禁。大幅な体重増の危険が
【幸運を呼ぶ食べ物】スズキ

【全体運】守りより攻めの姿勢で動けば、チャンス
をつかめます。思い切ってアクションを。ネット
での情報収集も正解

【健康運】良質な睡眠を意識すると体調に好影響大
【幸運を呼ぶ食べ物】昆布

【全体運】親切にされても何か裏があると思って
しまう時期。明るい雰囲気が運気上昇の呼び水。
素直さと笑顔を忘れずに

【健康運】笑いが健康の秘訣（ひけつ）。カラオケも有効です
【幸運を呼ぶ食べ物】車エビ

【全体運】気分が乗っているときはいいけれど、小
さな出来事でつまづきやすいようです。クヨクヨ
せず、素早い切り替えを

【健康運】同じ姿勢を続けず、血行促進を図って
【幸運を呼ぶ食べ物】ズッキーニ

【全体運】あれこれ考えすぎてしまう傾向に。難
しい顔では運を逃すだけ。好きな香りのハーブ
ティーを飲み、心を静めて

【健康運】まめにリフレッシュを。散歩がお勧め
【幸運を呼ぶ食べ物】スイカ

【全体運】レジャー運活性化。親しい人たちと楽し
い遊びのプランを立てて。クリエーティブな趣
味を堪能するのも大賛成

【健康運】理想体形を目指す好機。順調にいく兆し
【幸運を呼ぶ食べ物】ニンニク
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FARM LAND からのお知らせ

中古農機常設展示場
サマーフェアの
開催日程のお知らせ

研修センター　☎92-0588

　
《開催日程》
・7 月　7 日（木） アルーダふらの
・7 月 15・16 日（金・土）　
 アルーダ日高西部
・7 月 20 日（水） アルーダ後志
・7 月 28 日（木） アルーダべつかい
 （中春別合同開催）
・7 月 29 日（金） アルーダ士別
・８月 19 日（金） アルーダ十勝
・8 月 24 日（水） アルーダ空知北部
・８月 25 日（木） アルーダ道央
・8 月 26 日（金） アルーダ岩見沢
・　　〃　　　　　 アルーダ網走

※各開催日は変更になる場合があります。
お近くの JA またはインターネットのホームペー
ジでお確かめの上、ご来場下さい。
www.aruda.hokuren.or.jp/  『アルーダ』で検索

ケット水分計の点検・検定を実施します

研修センター　☎92-0588

　研修センターでは、ケット水分計の点検・検定
を受付致します。
　より正確な測定を行うために、ケット水分計の
点検・検定を年一回受けましょう。
　点検・検定を希望される方は 7 月 7 日（木）
までに研修センターへご持参下さい。

検定調整料金 １台 2,160 円（税込）

秋の繁忙期前に農機具の点検整備を・・・

研修センター　☎92-0588

　研修センターでは、春の使用後のプラウやロー
タリーなどの農機具と、これからの作業を控えて
いる収穫作業機の修理を受付しています。
　未整備の農機具等が有りましたらお早めにご連
絡、ご相談下さい。

	

	 	

■パクパク	 	　　　	　　　　11,200 円 ( 税別）

■パクパクロング	 	　　　　14,500 円 ( 税別）

希釈倍率：２倍　　　　　　　　ボトル容量：500ml		
吐出量：0.1ml（１握りあたり）			　用途：大豆圃場内の雑草防除
使用量：１～３ヶ所（雑草１株あたり）

排気量　21CC	 	
重量　　	3.9	kg

☎92-3455　FAX92-3488

農業女子刈払機　かる～の

サンエー　タッチダウン iQ専用除草剤塗布器

●大豆圃場の難防除雑草に
0.1㎖の泡を塗布するだ
けで雑草が枯死
●泡状になった薬液が雑草
の茎や葉に保持され大豆
への被曝リスクが軽減で
きます

36,500 円（税別）



8

第1110号　平成28年7月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日 （第３種郵便物認可）

　平成 28 年４月に発生した熊本地震は被災地に
甚大な被害をもたらしました。このような状況の
中で、ＪＡびえいでは被災者支援のため、組合員・
役職員等に広く義援金を募り、多くの方にご賛同
いただきました。
　皆様からお預かりした募金は、下記の通り送付
致しました。皆様の温かいご協力に感謝申し上げ、
ご報告とさせていただきます。

　募金額
　　　合　計：２５８，９６２円

　　　送付先：ＪＡ全中熊本地震支援募金

平成 28 年熊本地震
被害支援募金のご報告

総務部　☎92-2111

店頭給油で、“オリジナル
ガイドマップ ZigZag”

プレゼント！

ホクレン美瑛北町給油所
　　　　　　　☎92-2157

研修センター　☎92-0588

　ホクレンＳＳ（給油所）で
は、“オリジナルガイドマップ
ZigZag”、のプレゼントを
下記の内容で実施いたしま
す。

配布期間：７月16日（土）～８月31日（水）
レシート対象期間：７月16日（水）以降　

※１5日以前は対象外となります。
場　　所：ホクレン美瑛北町給油所
　　　　  大町セルフ給油所
内　　容：対象期間中の給油レシート５０㍑分

で１冊プレゼント！
　昨年に引き続き、人気アニメ“ONE PIECE(
ワンピース)”とのコラボ！

※数量限定の為、無くなり次第終了とさせて頂きます。

臨時休業のお知らせ

JA グループ夏の新車フェア

北海道立農業大学校学生募集

　美瑛神社祭典により、臨時休業とさせていただ
きます。
　なお、金融店舗、美瑛選果、給油所およびファ
ームランド ( 生産資材課を除く ) は通常営業いた
します。

夢のはじまりは、農大から！！
　北海道立農業大学校では 2017 年入学の学生
募集を行っており、下記の日程でオープンキャン
パスが開かれます。お問い合わせは営農部まで

オープンキャンパス
第１回　７月29日（金）　第２回　８月20日（土）
　　　　１０：００～１５：００

７月２５日(月)・２６日(火)

総務部　☎92-2111

営農部　☎68-7014
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金融店舗　☎92-4325
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！

▶　日本は地震に集中豪雨、一部地域では干ばつによる水不足などもあり
災害列島と称される。地域住民への被害の状況を見るときなぐさめの言葉
さえ出ない。特に熊本県の地震災害に加え集中豪雨。二重苦・三重苦の仕
打ちは天災の恐ろしさを痛感する。活火山「十勝岳」を擁するわが町であ
るが、災害が発生するたびにわが町も噴火の恐ろしさが及ばないか心配ご
とが先行する。町行政も火山防災への取り組みを勿論おろそかにはしてい
ないものの我が身の安全は自らが確保することであり防災意識は他人事で
はない。安政4年以来の１５０年余の間に５回もの顕著な噴火記録のある
十勝岳だが、不測の事態を忘れてはならない。御嶽山が突然の噴火で甚大
な被害を起こしていることを。

741 人

1,864 人

235 億 37 百万円

68 億  8 百万円

 10 億 99 百万円

39 億 36 百万円
※百万円未満四捨五入  

（平成 28 年 5 月末）

発生件数　　4 件（ 9 件）　《 8 件》
　　負傷　　4 人（ 9 人）　《 8 人》
　　死亡　　0 人（ 0 人）　《 0 人》

（　）は 28 年度累計　《　》は昨年同期累計

（6月 20日現在）
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5日（火）　フレッシュミセス会夏期研修会

8日（金）　女性部町外研修

9日（土）　びえいチャリティーライブ

13日（水）　組織活動交流会

25日（月）　美瑛神社祭　ＪＡ臨時休業（～２６日）

平
成

28年
7月

1日（
毎

月
1回

発
行

）
昭

和
45年

3月
5日

第
3種

郵
便

物
認

可
毎

月
1日

発
行

1110
熊

谷
留

夫
総

務
部

　
　

第14回理事会　6月2日（木）
■議案審議事項
議案第１号　固定資産の取得について
・原案どおり承認されました。
議案第２号　リースによる固定資産の賃借について
・原案どおり承認されました。
議案第３号　規程類の一部変更について
・原案どおり承認されました。
議案第４号　理事者に対するクミカン口貸越極度

額の設定について
・原案どおり承認されました。
■協議事項
①大西顕彰運営要領の設定について

　全国各地でクマの出没・被害が相次ぎ、秋田県などでは悲しい「死亡
事故」にまで発展し、鳥獣害は人間の生活圏にまでおよび警戒も必要です。
　このほど人身被害防止などをまとめた注意喚起リーフレットが作成さ
れ一層の注意を呼びかけています。
　それによりますと農作業中の遭遇予防のポイントとして次の項目が挙
げられています。
● 農作業中はラジオなどの音の出るものを携帯し自分の存在をアピール
すること
● 出没情報に留意し活動が活発になる早朝と夕方は周囲に気をつける
● 出没ルートとなりやすい森林や斜面林などに近い低木は刈り払う
● 頻繁に出没する地域は単独作業を避ける
　～誘引物を除去する～
　クマを学習させる誘引物を除去することも大切です。生ゴミや野菜・
果実の廃棄残さなどは適切な処理が必要です。
　収穫物格納庫の施錠の徹底、誘引物となるガソリンなど揮発性物質の
保管場所の注意も重要なことです。
～万一クマと遭遇したら～
　クマと出会ってしまったら、クマに背を向けず、その場をゆっくりと
離れて下さい。クマを驚かさないことが第一です。大声を出したり走っ
て逃げることは避けましょう。

クマの出没に注意を！
音などで存在のアピールも

　北海道信連との「専門性発揮のための人材育成強化」
を目的とした２年間に及ぶ人事交流が終了致しました。
今後ともＪＡバンクの連携強化を行って参りますので
よろしくお願い致します。

■人事異動　6 月 27 日付
ＪＡ北海道信連本所　　　　　　武田　太郎

（金融部融資課係長兼務経済対策課係長）

■人事異動　7 月 1 日付
営農部生産振興課係長　　　　　松田　充浩

（営農部生産振興課係長―北海道信連出向―）

職 員 の 動 き （　）内は
異動前の部署


